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研究成果の概要（和文）：シダ植物の心臓形配偶体の多くはアーバスキュラー(AM)菌を感染させている。その菌
感染率は配偶体のハビタットと関連し、地上生が高いのに対して、岩上、樹上着生は感染率0%を示す。実験的
に、十分量のAM菌接種区と非接種区を作り、シダ胞子とAM菌の共培養を行った。配偶体種は3群に分けられた。
（１）菌が必ず感染し、顕著なサイズ差（10倍）が生じる種、（２）菌が感染し、接種区の配偶体が有意に大き
くなるが、サイズ差が小さい（1.5倍）種と、サイズに有意差が生じない種、（３）菌が全く感染しない種。
（１）はAM菌への栄養依存度が高いが、（２）は栄養依存度が低く、（３）は菌感染を防ぐ機構をもつと考えら
れる。

研究成果の概要（英文）：Fern gametophytes are colonized with arbuscular mycorrhizal (AM) fungi. AM 
fungal colonization levels appear to be correlated with habitats, where gametophytes are growing; 
terrestrial gametophytes show high level of AM colonization, while epiphytic ones show low level. To
 clarify habitual relationships between fern gametophytes and AM fungi, we performed experimental 
co-cultivations of fern gametophytes and AM fungi.  Fern gametophytes examined were classified to  
three groups: (1)  AM infection rates show 100%, and infected gametophytes are much larger in size 
than uninfected gametophytes, (2) AM infection rates were 50-100% , but infected gametophytes are 
not significantly larger in size than uninfected gametophytes, and (3) AM infection rates show 0%. 
Gametophytes in the group (1) and (2) probably have high and relatively low nutritional dependence 
on AM fungi, respectively. In contrast, gametophytes in the group (3) rather may have a certain 
system to avoid fungal infection.

研究分野：植物形態学
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験を行った結果、シダ配偶体は、AM 菌感染の
有無、個体サイズ差の 2点から、次の３グル
ープに分けることができた。 
 
I. 菌が必ず感染し、顕著なサイズ差（10
倍以上）が生じる種（ゼンマイ、リ
ュウビンタイ等） 
 

II. 菌が感染するが、配偶体のサイズ差
が小さい（1.5 倍、コシダ、イヌガン
ソク、ホラシノブ、ヤワラシダ等）、
サイズに有意差がみられない(リョ
ウメンシダ、イヌシダ、ミゾシダ等)、
逆に非接種区で有意に大きくなる
(オシダ、ジュウモンジシダ等)種で
ある。 
 

III. 菌が全く感染しない種(マメヅタ、ノ
キシノブ、コバノヒノキシダ等)。 

 
 Iの配偶体はAM菌に栄養依存をしているが、
II の配偶体は栄養依存をしていないと考え
られる。一方、III の配偶体は、AM 菌が感染
できないか、むしろ菌を排除する性質をもっ
ている可能性が高い。グループ II について
は、さらに小グループに分けられるか否か、
今後、シダ種を増やして実験を続ける必要が
ある。 
 
(2)熱帯生配偶体の菌感染 
 インドネシアのチボダス植物園における
「熱帯産シダ配偶体の AM 菌感染について」
の予備調査を行った。その結果、日本であれ
ば本来、地上生であるリュウビンタイ属やク
ジャクシダ属等の心臓形配偶体が、岩上や樹
上にも生育することがあり、これらにも菌感
染がみられることがわかった。熱帯では岩上
や樹上でもAM菌が十分量存在しているため、
本来地上生である種の配偶体が着生環境に
まで分布を広げている可能性がある。ただ、
インドネシアでは、まだシダ分類群の DNA バ
ードーディングのデータが揃っておらず、野
生配偶体の種同定が困難である事ため、野生
配偶体と菌共生との研究の今後の進め方に
は工夫が必要であることがわかった。 
 
（３）配偶体の異時性進化 
 AM 菌存在下と非存在下での配偶体の成長
を比較するには、配偶体の密度を均一にした
上での、培養実験が必要となる。このため、
寒天を用いた共培養系の確立を目指したが、
残念ながら、未だうまくいっていない。今後
も検討を進める。 
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